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「合理化と民主社会」の内容として，最も適当なものを次の①～④から一つ選べ。
①西欧の社会は合理化の歴史であり，長老制からカリスマ制，封建制などをへて，民主制に到達した。高度に合理化された
社会は，システムとして優れており，社会善の実現を追求するのに，最もふさわしい社会形態である。

②西欧の社会は合理化の歴史であり，民主制は優れた社会システムであるが，単に合理的であればよいのではなく，合理的
なるものの基本に，正義がなければならず，個人主義の最高到達点が現代の民主制である。
③西欧の社会は合理化の歴史であり，その過程で，現代の民主制につながる近代市民社会が成立した。その社会の成立根拠
には，自由，平等などの正義を守るという精神があり，それを踏まえながら，社会全体の善を実現すべきである。
④西欧の社会は合理化の歴史であり，長老制などのシステムの合理性も，カリスマによる支配の合理性も，同一の合理性であ
り，一定の合理的な支配形態はそれぞれに良さがあり，その時代の社会善を映した鏡のようである。

合理化と民主社会テーマ学習

われわれの生きる社会は民主制の社会であり，われわ

れは一人ひとり，法のもと，平等に様々な権利をもち，

国民の義務を果たしながら，自由で平和な社会を享
きょう

受
じゅ

し

ている。こうした現代の民主社会の考え方の特徴は何か，

西欧社会に焦点を絞
しぼ

って考えてみよう。

近代以前の社会においては，人による支配が基礎と

なっており，それは長老制や家長制，封建制といった伝

統的な支配であり，伝統の神聖さとそのことによって権

威を与えられ得た者の正当性に基づいた支配である。し

かし，これらはいずれも人による恣
し

意
い

的な統治であった

ため，統治者の性格や気分，あるいは宗教的な熱狂によっ

て，極めて恣意的になり，非合理であり，支配者層のた

めの政治として民衆には不平等であり，結果として多く

の人々の自由や財産を奪うことになった例が少なくな

い。しかし，支配者の継続性の強化という観点でいえば，

どの政治制度にも一定の合理性がある。例えば長老制の

社会では，伝統的という理由によって正当性をもたせて

おり，合理的である。また，恣意性の強い，優れたリー

ダーシップによるカリスマ，例えばカエサルやアレクサ

ンドロスなどに支配された社会は，リーダーの目標達成

という意味で合理的な社会であった。

封建制や身分制の場合にも同様の正当性が見られ，合

理的である。しかも西欧の身分制社会においては，国王

の政治体制に，常備軍と家産官僚制が加わって，より強

固な支配基盤となっていった。こうした政治制度の強化

は，以前の制度より極めて合理的である。西欧社会の支

配のシステムは，合理化の歴史であったともいえる。で

は，なぜフランス革命はおきたのか。革命以前のフラン

スにおいては，身分制社会の中で，多くの民衆が理
り

不
ふ

尽
じん

な抑
よく

圧
あつ

に苦しんできた。それは，正義の観点から見て不

合理なことだと考えた民衆は，社会契約説を理論的な根

拠としつつ，自由で平等な社会こそ，合理的で，正しい

社会と信じ，市民のための社会の樹立を目標に革命をお

こした。こうして生まれた西欧市民社会においては，個

人の自由，平等，生命や財産を守るため，人民主権のも

と，政治権力の均
きん

衡
こう

をはかる三権分立の制度を構築した。

そうした社会を代表するリーダーを選出する仕組みとし

て，伝統によらず，かつ，個人の力としてのカリスマに

よらない，主権者である人民が選出する大統領制や議会

制などを構築したのである。

現代の民主制の基本的な考え方は，正義に基づく合理

的なシステムということに大きな特徴があるといえるだ

ろう。しかし，この支配形態は，システムとしての合理

性や効率性は高いものの，個人の自由，平等，生命や財

産を守るという近代民主主義の初心に返る時，　理想の

民主主義としては，公共の福祉の実現度や，個人の安全

と国家レベルの正義との調和の観点から見て，未完成と

いわざるを得ない。良き君主制のほうが衆
しゅう

愚
ぐ

制に陥
おちい

った

民主制よりも優れているという言い分も成立するかのよ

うである。衆愚制は，システムという手段を重んじるあ

まり，社会善を遂行できない政治となってしまい，個人

の主体性を損
そこ

なわせる。

真の民主主義は，各人の正義に基づく行動が基盤であ

り，一人の正義が社会全体の善となる理想社会をめざし

て，私たちは，主体的に，よりよく生きることが重要な

のである。　

解答：③
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読解力がＵＰする！▶▶▶ 読解力がＵＰする！

【倫理フラッシュ】

○ M.ウェーバーは、日本の官僚制化は、大化

の改新から起こったとする。

この官僚制は、聖徳太子によって制度化（官

位十二階の制などは出色の制度！）。ただし、

これは、貴族社会の制度であり、身分制的で、

こうした官僚制を「家産官僚制」と呼ぶ。

○ 音楽の合理性は、いかにも西欧だ。バッハ

のバロック音楽は数学的だという音楽評論家

もいる。たしかに、通奏低音のうえに積み重

なる音たちは、まさに合理的な和音の連なり

である。これに対し、日本の音楽は、資料集

の第３章「１ 日本思想の概説と日本の風土

と人々の考え方」の「伝統文化と現代日本を

生み出した感性と忍従」にあるように、合理

的な和音ではない、独特の「和音の崩れ」が

ある。しかし、崩れても全体としての完成度

は高い。また、楽器の特性などから、「間」

というものも重要だ。合理性とは観点の違う

強固な伝統もまた味わい深い。

資料集活用プリント（例）（教師用）

テーマ学習「合理化と民主社会」（資料集189ページ）

われわれの生きる社会は民主制の社会であり，わ

【板書例】

れわれは一人ひとり，法のもと，平等に様々な権利

をもち，国民の義務を果たしながら，自由で平和な ○正当的支配の類型

社会を享受している。こうした現代の民主社会の考
理念型

支配の正当性の根拠
例

ここもポイント！

え方の特徴は何か，西欧社会に焦点を絞って考えて
伝統的支配

昔から存在している 長老制，家父長制，
※封建制：世界史的には，土地を媒介にした封建制は中

みよう。

秩序の神聖性への信 封建制，身分制
世西欧と鎌倉期日本のみに発達。中国の封建制は，血縁

近代以前の社会においては，人による支配が基礎

仰

が優先。

となっており，それは長老制や家長制，封建制とい
カリスマ的支配 支配者個人の天与の 官職カリスマ（ローマ ※日本ではカリスマは流行語になっているが，本来は，

った伝統的な支配であり，伝統の神聖さとそのこと

資質に対する被支配 教皇），世襲カリスマ 原始キリスト教の用語。一般的には，官職や世襲のほ

によって権威を与えられ得た者の正当性に基づいた

者の帰依の感情
（カエサルの息子アウ かに，個人の資質がカリスマ性を持つと言われる。

支配である。しかし，これらはいずれも人による恣

グストゥス），個人カ

意的な統治であったため，統治者の性格や気分，あ

リスマ（イエス）など

るいは宗教的な熱狂によって，極めて恣意的になり，
合法的支配

形式的に正しい手続 最も純粋な型
※官僚制的支配では，人に服従するのではなく，制定さ

非合理であり，支配者層のための政治として民衆に

きによって定められ
～官僚制的支配

れた規則に対して服従するのが特徴。支配権は，法に

は不平等であり，結果として多くの人々の自由や財

た制定規則

よって与えられた「権限」の範囲内で行使される。

産を奪うことになった例が少なくない。しかし，支

配者の継続性の強化という観点でいえば，どの政治

※国家，公共団体のほか，資本主義的経営内部での支配形態もこの類型に入る。

制度にも一定の合理性がある。例えば長老制の社会

（会社の社長と社員！）

では，伝統的という理由によって正当性をもたせて

官僚制に見られる主な特徴
１ 規則による権限の分配

おり，合理的である。また，恣意性の強い，優れた

２ 階層制の確立

リーダーシップによるカリスマ，例えばカエサルや

３ 業務の文書主義

アレクサンドロスなどに支配された社会は，リーダ

４ 専門家による職務の遂行

ーの目標達成という意味で合理的な社会であった。

５ 公私の分離
など

【読解力 プラスα】

封建制や身分制の場合にも同様の正当性が見られ， ○ヨーロッパ中世

→ ○ 家臣が増え，領地（荘園）からの収益も多く

■「合理化と民主社会」の内容として，最も適

合理的である。しかも西欧の身分制社会においては， 国王と臣下による個人的領地経営
なるなど個人的な計算だけでは家計のやりくり

当なものを次の①～④から選べ。

国王の政治体制に，常備軍と家産官僚制が加わって，
↓

が難しくなってきた。

より強固な支配基盤となっていった。こうした政治
○ 所領の分割が小さくなり，土

① 西欧の社会は合理化の歴史であり，長老制

制度の強化は，以前の制度より極めて合理的である。
地を媒介とした騎士との契約が

官僚制（家産官僚制・・・君主のもちもの）

からカリスマ制，封建制などをへて，民主制

西欧社会の支配のシステムは，合理化の歴史であっ
難しくなってきたことや，没落

→ 身分制社会の形成

に到達した。高度に合理化された社会は，シ

たともいえる。では，なぜフランス革命はおきたの
騎士を，給与などの形で雇うな

給与で雇う軍隊の常設・・・君主のための常備軍

ステムとして優れており，社会善の実現を追

か。革命以前のフランスにおいては，身分制社会の
どの状況も現れてきた。

求するのに，最もふさわしい社会形態である。

中で，多くの民衆が理不尽な抑圧に苦しんできた。

② 西欧の社会は合理化の歴史であり，民主制

それは，正義の観点から見て不合理なことだと考え ○フランス革命

は優れた社会システムであるが，単に合理的

た民衆は，社会契約説を理論的な根拠としつつ，自
ブルボン朝＝伝統的支配 → 民衆の苦しみ → アンシャンレジーム（旧体制）の打倒

→
西欧市民社会の登場

であればよいのではなく，合理的なるものの

由で平等な社会こそ，合理的で，正しい社会と信じ，

↑

基本に，正義がなければならず，個人主義の

市民のための社会の樹立を目標に革命をおこした。

社会契約説の登場，権利の考え方の流布など

最高到達点が現代の民主制である。

こうして生まれた西欧市民社会においては，個人の

③ 西欧の社会は合理化の歴史であり，その過

自由，平等，生命や財産を守るため，人民主権のも ○西欧市民社会の理想

程で，現代の民主制につながる近代市民社会

と，政治権力の均衡をはかる三権分立の制度を構築
個人の自由，平等，生命や財産を守るため，①人民主権で，②政治権力の均衡（三権分立等の考え方）を図る政治を模索

が成立した。その社会の成立根拠には，自由，

した。そうした社会を代表するリーダーを選出する

↓

平等などの正義を守るという精神があり，そ

仕組みとして，伝統によらず，かつ，個人の力とし

れを踏まえながら，社会全体の善を実現すべ

てのカリスマによらない，主権者である人民が選出

民主制：議会制民主主義，共和制，大統領制，など

きである。

する大統領制や議会制などを構築したのである。

④ 西欧の社会は合理化の歴史であり，長老制

などのシステムの合理性も，カリスマによる

現代の民主制の基本的な考え方は，正義に基づく ※合理的≠正しさ

支配の合理性も，同一の合理性であり，一定

合理的なシステムということに大きな特徴があると
「合理的」なことや「合理主義」は，方法や考え方であり，正しくなくても合理的なことはある。

の合理的な支配形態はそれぞれに良さがあ

いえるだろう。しかし，この支配形態は，システム
方法や手段としての合理性と，正義や善などの目的や価値を意味するものとは，同じではない。

り，その時代の社会善を映した鏡のようであ

としての合理性や効率性は高いものの，個人の自由， したがって，民主政治を行う際には，正義に基づく合理的なシステムを構築することが大切。

る。

平等，生命や財産を守るという近代民主主義の初心 ○「正義に基づく合理的なシステム」の課題

に返る時，理想の民主主義としては，公共の福祉の
・公共の福祉の実現 → 個人と国家の優先バランス → もともと民主主義は，個人の自由や平等，生命や財産の保護が目的

実現度や，個人の安全と国家レベルの正義との調和

※解説

の観点から見て，未完成といわざるを得ない。良き
民衆の基本的な願い

個人の自由や平等，生命や財産の保護
→

社会契約説などの登場

①は，民主制は社会善を追求するのにもっ

君主制のほうが衆愚制に陥った民主制よりも優れて

↓

ともふさわしいとしているが，本文ではそこ

いるという言い分も成立するかのようである。衆愚

三権分立・・・国民主権，主権在民

までの言及はない。

制は，システムという手段を重んじるあまり，社会
システム重視の政治

②は，個人主義の最高到達点が現代の民主

善を遂行できない政治となってしまい，個人の主体
→ 民主制ではなく，衆愚制となる危険あり，

統治システム

制としているが，その言及はない。

性を損なわせる。

制度を重んじるあまり，民衆の基本的な願い

・法の下の平等

④は，長老制もカリスマ支配もそれぞれに

の達成が困難になる。

・民主制（大統領制，議会制等）
良さがあり，社会善を写した鏡だとしている

真の民主主義は，各人の正義に基づく行動が基盤

官僚制の弊害やリーダ不在の危機も顕在化。

・多数決の原理 など

が，支配の正当性の観点からみたこうした記

であり，一人の正義が社会全体の善となる理想社会
良き君主制

述はない。

をめざして，私たちは，主体的に，よりよく生きる
→ 君主のリーダー性によって人々の思いが充足

政治：価値と仕組みの調和・・・真の民主主義のために必要

ことが重要なのである。

され，歴史的には高い評価の例も見られる。
個人：主体的に，よりよく生きることが大切

解答 ③

【応用問題】 「正義の実現」について，（動機の善）と（善なる行為）を柱に，１２００字で，小論文を書いてみよう。

統治システム

の合理化！

◆この欄は、先生方が板書で説明しきれない、授業内容にま

つわるエピソードや特記事項を、生徒が書き込める欄として

活用できます。ここでは、板書以外の情報を参考までに説明

として書いています。

◆資料集本文

◆資料集掲載の

読解問題

テーマ学習を活用する
授業プリント例（テーマ

「合理化と民主社会」）を
別紙にて
ご用意しています。
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われわれの生きる社会は民主制の社会であり，われわ

れは一人ひとり，法のもと，平等に様々な権利をもち，

国民の義務を果たしながら，自由で平和な社会を享
きょう

受
じゅ

し

ている。こうした現代の民主社会の考え方の特徴は何か，

西欧社会に焦点を絞
しぼ

って考えてみよう。

近代以前の社会においては，人による支配が基礎と

なっており，それは長老制や家長制，封建制といった伝

統的な支配であり，伝統の神聖さとそのことによって権

威を与えられ得た者の正当性に基づいた支配である。し

かし，これらはいずれも人による恣
し

意
い

的な統治であった

ため，統治者の性格や気分，あるいは宗教的な熱狂によっ

て，極めて恣意的になり，非合理であり，支配者層のた

めの政治として民衆には不平等であり，結果として多く

の人々の自由や財産を奪うことになった例が少なくな

い。しかし，支配者の継続性の強化という観点でいえば，

どの政治制度にも一定の合理性がある。例えば長老制の

社会では，伝統的という理由によって正当性をもたせて

おり，合理的である。また，恣意性の強い，優れたリー

ダーシップによるカリスマ，例えばカエサルやアレクサ

ンドロスなどに支配された社会は，リーダーの目標達成

という意味で合理的な社会であった。

封建制や身分制の場合にも同様の正当性が見られ，合

理的である。しかも西欧の身分制社会においては，国王

の政治体制に，常備軍と家産官僚制が加わって，より強

固な支配基盤となっていった。こうした政治制度の強化

は，以前の制度より極めて合理的である。西欧社会の支

配のシステムは，合理化の歴史であったともいえる。で

は，なぜフランス革命はおきたのか。革命以前のフラン

スにおいては，身分制社会の中で，多くの民衆が理
り

不
ふ

尽
じん

な抑
よく

圧
あつ

に苦しんできた。それは，正義の観点から見て不

合理なことだと考えた民衆は，社会契約説を理論的な根

拠としつつ，自由で平等な社会こそ，合理的で，正しい

社会と信じ，市民のための社会の樹立を目標に革命をお

こした。こうして生まれた西欧市民社会においては，個

人の自由，平等，生命や財産を守るため，人民主権のも

と，政治権力の均
きん

衡
こう

をはかる三権分立の制度を構築した。

そうした社会を代表するリーダーを選出する仕組みとし

て，伝統によらず，かつ，個人の力としてのカリスマに

よらない，主権者である人民が選出する大統領制や議会

制などを構築したのである。

現代の民主制の基本的な考え方は，正義に基づく合理

的なシステムということに大きな特徴があるといえるだ

ろう。しかし，この支配形態は，システムとしての合理

性や効率性は高いものの，個人の自由，平等，生命や財

産を守るという近代民主主義の初心に返る時，　理想の

民主主義としては，公共の福祉の実現度や，個人の安全

と国家レベルの正義との調和の観点から見て，未完成と

いわざるを得ない。良き君主制のほうが衆
しゅう

愚
ぐ

制に陥
おちい

った

民主制よりも優れているという言い分も成立するかのよ

うである。衆愚制は，システムという手段を重んじるあ

まり，社会善を遂行できない政治となってしまい，個人

の主体性を損
そこ

なわせる。

真の民主主義は，各人の正義に基づく行動が基盤であ

り，一人の正義が社会全体の善となる理想社会をめざし

て，私たちは，主体的に，よりよく生きることが重要な

のである。　

解答：③
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単元の概観

古代ギリシャ思想1

落
らく

し，人心から道徳性や個人の尊厳は失われた。そのような
危機的状況にあって，ソクラテスは「徳とは何か」「善く生
きること」を問うたのである。
［ ヘレニズムの思想 ］
　アレクサンドロス大王の東方遠征と世界帝国の樹立は，ギ
リシャ文化とオリエント文化の融合をもたらした。一方，各
ポリスは，独立を失い統一国家へ吸収され，人々は広大な世
界国家の一員，コスモポリテース（世界市民）として生きる
ことになった。ポリスの崩壊は，公的生活と私的生活の分離
をもたらし，その結果，個人的満足や内面的平安を重視する
ストア派やエピクロス派の思想が生まれた。

地中海東部のエーゲ海は，比較的雨が少なく，夏の乾燥
が激しい地域である。自然哲学者と呼ばれる者たちは，も
ともとギリシャの中心地であるアテネの出身ではなくエー
ゲ海の対岸であるイオニア地方の出身者が多かった。ギリ
シャ半島と小アジア地域は，ほとんどの土地はやせている
ことから人々は，早くから交通路を整備し，貿易を発達さ
せた。それとともに，外来文化も入り込み混ざり合い，新
たな文化や伝統に根ざしながらも独自の精神的風土を生み
出したのである。

ギリシャ人は紀元前８世紀ごろに，多数のポリス（都市
国家）をつくり上げた。この共同体での生活やポリス間の
相
そう

克
こく

によって，様々な思想が生まれたのである。タレス，
アナクシマンドロス，アナクシメネス，ヘラクレイトスら
を代表とする自然哲学の隆

りゅう

盛
せ い

をへて，ギリシャ本土ではソ
クラテス，プラトン，アリストテレスに代表される古代哲
学の黄金時代が成立した。

解　説

タルソス
ミレトス
エフェソス

アブデラ
スタゲイロス

ランプサコス

ケラスス

サラミス

ダマスクス

エルサレムキレネ

エレア

シラクサ
オリンピア

クノッソス

デルフォイ

スパルタ
コリント
アテネ

クロトン

黒　海

地　中　海

イオニア海

エーゲ海

ア
ド
リ
ア
海

クレタ島

サ
モ
ス
島

キプロス島

シチリア島

コルシカ島

サルディニア島
韓非子

ソクラテスパルメニデス
（エレアの）ゼノン

ゼノン

エンペドクレス

ヘラクレイトス

エピクロス
ピタゴラス

デモクリトス
プロタゴラス

タレス
アナクシマンドロス

プラトン

アリストテレス

老子？

 古代ギリシャの特徴
［ 神話の世界 ］
　古代ギリシャ人は，人間と自然についての様々な事象や事
柄を神の意志によると考え，神

しん

託
たく

を信じ，祭礼を重視した。
彼らは紀元前 10 世紀ごろから各地に伝わる伝説や説話を神
話としてまとめていった。これらの神話には，神と人間との
交流，恋愛が描かれており，神界と人間界を一元的構造でと
らえた世界観を見ることができる。また，神と人間との間に
生まれ卓越した力をもつ英雄に人間としての理想を見ること
もできる。前９世紀ごろに小アジアに生まれたと伝えられる
ホメロスの『イリアス』と『オデュッセイア』はその中の一
つであるトロイア伝説を題材とした叙

じょ

事
じ

詩
し

で，登場人物を通
して愛や憎しみ，人間としての理想が描かれている。また，
前８世紀ごろに登場したヘシオドスは『神

しん

統
とう

記
き

』を神々の誕
生と系

けい

譜
ふ

を記し，神話的手法を用いながら宇宙の生成につい
て述べている。
［ 自然哲学 ］
　前６世紀ごろ，伝統的なロゴス（理性）的思考と経済の発
展による自由な気風を背景に，小アジアの植民都市で自然や
宇宙の成立や事物の根源を探求する自然哲学が生まれた。そ
の祖とされるタレス（前 624 ？～前 546 ？）は，「万物の根
源は水である」と述べ，人間が経験的に認識する事実から出
発し，論理的に結論を導き出すという学問的姿勢を打ち出し
た。こうして，ギリシャ思想は神話的思考から理性的へと新
たな一歩を踏み出した。
［ 真理の探究 ］
　ソクラテスやプラトンが登場する時代は，アテネがペロポ
ネソス戦争でスパルタに敗れ，歴史に名を残す民主政治は堕

だ

アテネのアクロポリス

年 地域情勢 活躍した人物
ポリスの形成

前 800
ホメロス『イリアス』『オデュッセイア』

前 700
ヘシオドス『神統記』

前 600
594　ソロンの改革

前 500
508　ローマ共和政
500　ペルシャ戦争（～ 449）
443　ペリクレスの時代（～ 29）

前 400
431　ペロポネソス戦争（～ 404）
399　ソクラテスの刑死
385 ごろプラトン，アカデメイアを開設

前 300
334　アレクサンドロスの東方遠征（～ 24）
264　第一次ポエニ戦争（～ 241）

タ
レ
ス
（624 - 546

）

ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ス
（? - 525

）

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
前
６
Ｃ
頃
）

パ
ル
メ
ニ
デ
ス
（544 - 501

）

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
（540 - ?

）

デ
モ
ク
リ
ト
ス
（460 - 370

）

ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス
（611 - 546

）

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
（500 - 430

）

ゴ
ル
ギ
ア
ス
（484 - 375

）

ソ
ク
ラ
テ
ス
（470 - 399

）

プ
ラ
ト
ン
（427 - 347

）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（384 - 322

）

エ
ピ
ク
ロ
ス
（341 - 270

）

ゼ
ノ
ン
（355? - 263?

）
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　ギリシャ北東部の植民市スタゲイロスにマケドニア王の侍
じ

医
い

ニコマコスを父として生まれた。早くに父と死別したが，
義兄の後

こう

見
けん

により生活は豊かで，学問に励
はげ

むことができた。
17歳の時，アテネに行きアカデメイアに入門，プラトンの
死まで 20年間，研究生活を送った。ただし，当時のプラト
ンは各地に出向くことが多く，一般に思われているほど親密
な師弟関係ではなかったと思われる。アカデメイアを去った
後は各地を遊学し，41歳の時，マケドニア王フィリッポス
に招かれ，王子アレクサンドロスの教師として 7年間を過
ごした。しかし，後のアレクサンドロスの政策とアリストテ
レスの思想には大きなへだたりがある。その後，アリストテ
レスはマケドニア支配下のアテネに戻り，郊外のリュケイオ
ンに学校を開き，あらゆる分野の研究と教育に没頭した。彼
の学校には屋根つきの遊歩道（ペリパトス）があり，そこで
講義をしたことから彼の学派はペリパトス（逍

しょう

遙
よう

）学派と呼
ばれた。やがて，アレクサンドロスが急死し，アテネに反マ
ケドニア運動がおこり，アリストテレスにもその矛

ほこ

先
さき

が向け
られた。彼は，神を冒

ぼう

瀆
とく

する罪で告発され，奇
く

しくもソクラ

テスと似た立場となっ
たが，亡命し，翌年死
去した。
　アリストテレスはプ
ラトンとは反対に現実
主義の立場をとり，事
物は概念であるエイド
ス（形

けい

相
そう

）と素材であ
るヒュレー（質料）か
らなるとして，現実の
個物を離れて，イデア
は存在しないとした。
また，徳を知性的徳と
中庸を原理とする倫理
（習性）的徳に分け，最高善である幸福はテオリア（観

かん

想
そう

）
の生活であるとした。後世「万学の祖」と讃

たた

えられたアリス
トテレスが西洋の学問に残した功績は大きい。

人と思想

アリストテレス

アリストテレスは，徳を「知性的徳」と「倫理（習性）的
徳」二つに分けて考えた。「知性的徳」は，真理を認識する
知恵や，感情や欲望をコントロールし，「中

ちゅう

庸
よう

」を命ずる思
慮がある。「倫理的徳」は，習慣づけや反復によって獲得さ
れる徳のことである。具体的には，「正義」や「友愛」など
の徳が該当し，これらを獲得するためには，感情や欲望をコ
ントロールすることで得られる中庸の判断を習慣づけること
が重要とされた。彼は，倫理的徳の中で「正義」と「友愛」
を特に重視した。なぜならば，これらの徳は，個人の人格を
善にするとともに，ポリス社会において全体に幸福を与え，
秩序を安定させるものと考えたからである。しかし，ただ単
に個人の幸福を実現するといっても，各人で異なる。そこで，
人々が公平に生活し，公正な社会を実現するために「正義」
の概念を区切ることで，正しい判断を導き出そうとしたので
ある。彼は，まず「全体的正義」と「部分的正義」に分けた。

「全体的正義」は，ポリス社会において全員が守るべき正義
を示しており，部分的正義は，個々の職業や権利における正
義を示している。

アリストテレスは，現実の存在を形相（エイドス）と質料
（ヒュレー）からなると考えた。机を例にとると，机の素材
としての木材などが質料であり，机の形，机たらしめる概念
が形相を示している。

形相とは，質料を限定して個物たらしめる本質のことであ
り，プラトンのイデアに相当する。彼は，プラトンのイデア
が，現実世界から分離していることを批判し，形相があくま
でも現実世界の個物に内在していると考えた。

解　説

解　説

形相（エイドス） 質料（ヒュレー） 実体（ウーシア）

概念 素材 現実の個物

+ =
具体的にいうと…

（机のかたち） （机の素材） （机）

1

2

3

4

5

Aristotelēs（前 384 ～前 322）　古代ギリシャ哲学者

形相と資料

○アリストテレスが現実主義者だ
といわれるのはなぜか。

○アリストテレスのいう「中庸」・
「友愛」とは，どのような意味か。

年 年齢 人物史

前 384
前 367

前 342

前 335

前 323
前 322

0
17

42

49

61
62

マケドニアに生まれる。
アカデメイアで 20 年
間の研究生活を送る。
帰国後，ピュテアスと
結婚する。
マケドニア王アレクサ
ンドロスの家庭教師を
務める。
アテネのリュケイオン
に学校設立。
アテネを去る。
カルキスで死去。

知性的徳 知 恵

思 慮

真理を認識する

中庸  を命ずる

感情・欲望・意志を知恵がコントロールする

倫理的徳（習性的徳） 正義・友愛・勇気・節制など

「人間はポリス的動物である」

正義 全体的正義 [法 ]（ポリスにおける法の遵守）

[ 公平 ]部分的正義

配分的正義

調整的正義

友愛

（裁判などの平等で均等な判決）

（能力・業績に応じての報酬）

アリストテレスの徳
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センター

イデアの解釈1

形相と質料2

原典資料
　ところでソクラテスは，倫理的方面の事柄についてはこれを事としたが，
自然の全体についてはなんのかえりみるところもなく，そしてこの方面の
事柄においてはそこに普遍的なものを問い求め，また定義することに初め
て思いをめぐらした人であるが，このことをプラトンはソクラテスから承
け継いで，だがしかし，つぎのような理由から，このことは或

あ

る別種の存
在についてなさるべきことで感覚的な存在については不可能であると認め
た。その理由というのは，感覚的事物は絶えず転化しているので，共通普
遍の定義はどのような感覚的事物についても不可能であるというにあっ
た。そこでプラトンは，あの別種の存在をイデアと呼び，そして，各々の
感覚的事物はそれぞれその名前のイデアに従いそのイデアとの関係におい
てそう名づけられるのであると言った。けだし，或るイデアと同じ名前を
もつ多くの感覚的事物は，そのイデアに与

あず

かることによって，そのように
存在するというのであるから。〈出隆訳『形而上学（上）』岩波書店〉

原典資料
　いまここでは，しかし，一般に認められている実体についての研究に進
むことにしよう。それは，感覚的な実体である。そして，感覚的な実体は
すべて質料をもっている。ところで，基体は実体であるが，（1）或る意
味では質料が基体である，……また（2）いま一つの意味では，説明方式
または型式〔形相〕がそれである，……（3）第三の意味では，これら両
者から成るものがそれであって，この意味での基体にのみ生成または消滅
があるのであり，これのみが端的に離れて存するものである。というのは，
説明方式〔形相〕としての実体のうちでも或るもの〔たとえば理性のごと
き〕はそうであるが，その他の多くは〔説明方式の上で離されうるのみで〕
端的に離れて存するものではないからである。〈同前〉

読解力
上記資料の内容として，最も適当なものを一つ選べ。
①ソクラテスは，自然のことについて考えることがなかったが，自然と倫理的
な事柄が重なる部分について，普遍的な定義を追い求め，感覚的な存在
の中で共通不変の定義を見つけ出した。
②プラトンは，イデアの存在をソクラテスから受け継いだことで，倫理的な事
柄だけでなく，感覚的な事物の中においても普遍的な定義を見つけ出すこ
とが不可能であることを証明した。
③ソクラテスは，感覚的な事柄が常に転化することを知っていたことから，自
然のことではなく倫理的な事柄についてのみ普遍的な定義を追い求め，そ
れはイデアという考え方でプラトンに引き継がれた。
④プラトンは，ソクラテスが求めた普遍的な定義の考え方を受け継いだが，
不変の定義づけが感覚的なものが常に転化する世界では不可能であるの
を見て，別にイデアという存在を考えた。

現実主義：理想に対して現実的なものを重
視する立場のこと。プラトンはイデアの世
界という理想を説いたが，アリストテレス
はこれを批判し，現実の世界に真実を見る，
現実主義の立場をとった。
観
かん

想
そう

（テオリア）：元来は見ることを意味し，
「実践」に対する語で，事物を冷静にとら
えることをいう。ギリシャにおける合理的
精神を象徴的に表す言葉で，アリストテレ
スは，感覚的なものに惑

まど

わされない観想的
な生活を人間の幸福と考えた。

重 要 語 句

形相（エイドス）：広い意味での形のこと。
アリストテレスの存在論の概念で，プラト
ンのいうイデアに相当し，事物に内在し，
そのものたらしめている本質を示す。
質料（ヒュレー）：事物の素材のこと。形
相とともに事物を構成する要素のことをい
う。

重 要 語 句

古代ギリシアの思想家アリストテレス
の主張と記述として最も適当なもの
を，次の①～④のうちから一つ選べ。
①人間にとって最高に幸福な生活と
は，観想によって把握された真理
に基づいて政治的実践を営む生活
である。

②真の友愛は，自分にとっての快楽
や有用性のみに基づくものではな
く，善き人々の間で相手のために
善を願うものである。

③個物から離れて実在する超越的な
形相が，感覚的な質料と結びつく
ことによって，この世界の様々な
事物が生成する。

④各人の判断こそが善や正義なとの
基準であり，自らの経験と観察を
重んじることによって知識が得ら
れる。� 〈08追試［改］〉

解答：【読解力 power�up!】　④　　【センター challenge!】　②

アリストテレスによると，彼の師であるプラトンがイデアの考えに至ったの
は，ソクラテスが普遍的なものを追い求める中，感覚的事物が存在する世界＝
現実世界は，常に変化するため定義不能であることから，イデアの存在する別
種の世界を設定したと解釈している。これは，アリストテレスがプラトンとソ
クラテスを解釈する上で，最も重要な視点であったといえよう。

資 料  解  説
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教科書がラクラク身につく！▶▶▶

●解説が充実～時代の概観，原典資料の解説で，教科書がよく分かる！
●重要語句を網羅～センター試験に出る重要語句の意味がよく分かる！
●現代の思想が充実～「丸山真男」「ギリガン」「サイード」「セン」なども掲載！
●読解力養成問題を掲載～センター試験突破に必要な読解力をパワーアップ！
●過去問が充実～資料で学んだことをすぐに過去問で確認して受験力アップ！

原典資料＋
読解問題と

過去問で
センター対策

楽しく学んでセンター試験 90点！ 教科書がラクラク身につく！
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センター

イデアの解釈1

形相と質料2

原典資料
　ところでソクラテスは，倫理的方面の事柄についてはこれを事としたが，
自然の全体についてはなんのかえりみるところもなく，そしてこの方面の
事柄においてはそこに普遍的なものを問い求め，また定義することに初め
て思いをめぐらした人であるが，このことをプラトンはソクラテスから承
け継いで，だがしかし，つぎのような理由から，このことは或

あ

る別種の存
在についてなさるべきことで感覚的な存在については不可能であると認め
た。その理由というのは，感覚的事物は絶えず転化しているので，共通普
遍の定義はどのような感覚的事物についても不可能であるというにあっ
た。そこでプラトンは，あの別種の存在をイデアと呼び，そして，各々の
感覚的事物はそれぞれその名前のイデアに従いそのイデアとの関係におい
てそう名づけられるのであると言った。けだし，或るイデアと同じ名前を
もつ多くの感覚的事物は，そのイデアに与

あず

かることによって，そのように
存在するというのであるから。〈出隆訳『形而上学（上）』岩波書店〉

原典資料
　いまここでは，しかし，一般に認められている実体についての研究に進
むことにしよう。それは，感覚的な実体である。そして，感覚的な実体は
すべて質料をもっている。ところで，基体は実体であるが，（1）或る意
味では質料が基体である，……また（2）いま一つの意味では，説明方式
または型式〔形相〕がそれである，……（3）第三の意味では，これら両
者から成るものがそれであって，この意味での基体にのみ生成または消滅
があるのであり，これのみが端的に離れて存するものである。というのは，
説明方式〔形相〕としての実体のうちでも或るもの〔たとえば理性のごと
き〕はそうであるが，その他の多くは〔説明方式の上で離されうるのみで〕
端的に離れて存するものではないからである。〈同前〉

読解力
上記資料の内容として，最も適当なものを一つ選べ。
①ソクラテスは，自然のことについて考えることがなかったが，自然と倫理的
な事柄が重なる部分について，普遍的な定義を追い求め，感覚的な存在
の中で共通不変の定義を見つけ出した。
②プラトンは，イデアの存在をソクラテスから受け継いだことで，倫理的な事
柄だけでなく，感覚的な事物の中においても普遍的な定義を見つけ出すこ
とが不可能であることを証明した。
③ソクラテスは，感覚的な事柄が常に転化することを知っていたことから，自
然のことではなく倫理的な事柄についてのみ普遍的な定義を追い求め，そ
れはイデアという考え方でプラトンに引き継がれた。
④プラトンは，ソクラテスが求めた普遍的な定義の考え方を受け継いだが，
不変の定義づけが感覚的なものが常に転化する世界では不可能であるの
を見て，別にイデアという存在を考えた。

現実主義：理想に対して現実的なものを重
視する立場のこと。プラトンはイデアの世
界という理想を説いたが，アリストテレス
はこれを批判し，現実の世界に真実を見る，
現実主義の立場をとった。
観
かん

想
そう

（テオリア）：元来は見ることを意味し，
「実践」に対する語で，事物を冷静にとら
えることをいう。ギリシャにおける合理的
精神を象徴的に表す言葉で，アリストテレ
スは，感覚的なものに惑

まど

わされない観想的
な生活を人間の幸福と考えた。

重 要 語 句

形相（エイドス）：広い意味での形のこと。
アリストテレスの存在論の概念で，プラト
ンのいうイデアに相当し，事物に内在し，
そのものたらしめている本質を示す。
質料（ヒュレー）：事物の素材のこと。形
相とともに事物を構成する要素のことをい
う。

重 要 語 句

古代ギリシアの思想家アリストテレス
の主張と記述として最も適当なもの
を，次の①～④のうちから一つ選べ。
①人間にとって最高に幸福な生活と
は，観想によって把握された真理
に基づいて政治的実践を営む生活
である。
②真の友愛は，自分にとっての快楽
や有用性のみに基づくものではな
く，善き人々の間で相手のために
善を願うものである。
③個物から離れて実在する超越的な
形相が，感覚的な質料と結びつく
ことによって，この世界の様々な
事物が生成する。
④各人の判断こそが善や正義なとの
基準であり，自らの経験と観察を
重んじることによって知識が得ら
れる。� 〈08追試［改］〉

解答：【読解力 power�up!】　④　　【センター challenge!】　②

アリストテレスによると，彼の師であるプラトンがイデアの考えに至ったの
は，ソクラテスが普遍的なものを追い求める中，感覚的事物が存在する世界＝
現実世界は，常に変化するため定義不能であることから，イデアの存在する別
種の世界を設定したと解釈している。これは，アリストテレスがプラトンとソ
クラテスを解釈する上で，最も重要な視点であったといえよう。

資 料  解  説
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　いまここでは，しかし，一般に認められている実体についての研究に進
むことにしよう。それは，感覚的な実体である。そして，感覚的な実体は
すべて質料をもっている。ところで，基体は実体であるが，（1）或る意
味では質料が基体である，……また（2）いま一つの意味では，説明方式
または型式〔形相〕がそれである，……（3）第三の意味では，これら両
者から成るものがそれであって，この意味での基体にのみ生成または消滅
があるのであり，これのみが端的に離れて存するものである。というのは，
説明方式〔形相〕としての実体のうちでも或るもの〔たとえば理性のごと
き〕はそうであるが，その他の多くは〔説明方式の上で離されうるのみで〕
端的に離れて存するものではないからである。〈同前〉

読解力
上記資料の内容として，最も適当なものを一つ選べ。
①ソクラテスは，自然のことについて考えることがなかったが，自然と倫理的
な事柄が重なる部分について，普遍的な定義を追い求め，感覚的な存在
の中で共通不変の定義を見つけ出した。
②プラトンは，イデアの存在をソクラテスから受け継いだことで，倫理的な事
柄だけでなく，感覚的な事物の中においても普遍的な定義を見つけ出すこ
とが不可能であることを証明した。
③ソクラテスは，感覚的な事柄が常に転化することを知っていたことから，自
然のことではなく倫理的な事柄についてのみ普遍的な定義を追い求め，そ
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④プラトンは，ソクラテスが求めた普遍的な定義の考え方を受け継いだが，
不変の定義づけが感覚的なものが常に転化する世界では不可能であるの
を見て，別にイデアという存在を考えた。

現実主義：理想に対して現実的なものを重
視する立場のこと。プラトンはイデアの世
界という理想を説いたが，アリストテレス
はこれを批判し，現実の世界に真実を見る，
現実主義の立場をとった。
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（テオリア）：元来は見ることを意味し，
「実践」に対する語で，事物を冷静にとら
えることをいう。ギリシャにおける合理的
精神を象徴的に表す言葉で，アリストテレ
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わされない観想的
な生活を人間の幸福と考えた。
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形相（エイドス）：広い意味での形のこと。
アリストテレスの存在論の概念で，プラト
ンのいうイデアに相当し，事物に内在し，
そのものたらしめている本質を示す。
質料（ヒュレー）：事物の素材のこと。形
相とともに事物を構成する要素のことをい
う。

重 要 語 句

古代ギリシアの思想家アリストテレス
の主張と記述として最も適当なもの
を，次の①～④のうちから一つ選べ。
①人間にとって最高に幸福な生活と
は，観想によって把握された真理
に基づいて政治的実践を営む生活
である。
②真の友愛は，自分にとっての快楽
や有用性のみに基づくものではな
く，善き人々の間で相手のために
善を願うものである。
③個物から離れて実在する超越的な
形相が，感覚的な質料と結びつく
ことによって，この世界の様々な
事物が生成する。
④各人の判断こそが善や正義なとの
基準であり，自らの経験と観察を
重んじることによって知識が得ら
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解答：【読解力 power�up!】　④　　【センター challenge!】　②

アリストテレスによると，彼の師であるプラトンがイデアの考えに至ったの
は，ソクラテスが普遍的なものを追い求める中，感覚的事物が存在する世界＝
現実世界は，常に変化するため定義不能であることから，イデアの存在する別
種の世界を設定したと解釈している。これは，アリストテレスがプラトンとソ
クラテスを解釈する上で，最も重要な視点であったといえよう。

資 料  解  説
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